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令和４年歳末特別警戒の実施についてほか

※お問い合わせ先　鹿部消防署　予防課予防係（℡：７－３３３１）
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　従来の来庁していただく方法に『語らいオンライン町長室』と『語らい出前町長室』を加え、より利用し
やすい環境を整えました。
　また、開放予定日に限らず、公務などが入っていない日には、可能な限りご対応させていただきますので、
お気軽にお問い合わせください。
　なお、ご利用を希望される方は事前にお申し込みください。

※お問い合わせ先　役場総務・防災課　総務係（℡：７－２１１１）

■令和４年12月の開放予定日　12月14日（水）　午前９時から午後７時まで

全国統一防火標語「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」
　令和４年歳末特別警戒が、令和４年12月１日（木）から12月31日（土）まで実施されます。
　この時季は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなっています。また、年末年始にかけて慌ただしく
なる時期でもあるので、火気の取り扱いには十分注意しましょう。

１　令和４年歳末特別警戒の実施について 

　令和３年から実施していた住宅用火災警報器の設置状況調査が終了しました。
　ご協力いただいた町民の皆さんには、厚く御礼申し上げます。

　調査結果については、以下のとおりとなりました。
　　調査件数：1,374件（共同住宅を含む）
　　完全設置：1,052件（条例に基づき設置しているもの）
　　一部設置：1,127件
　　未 設 置：1,194件

　町内の完全設置率は77％と全国、北海道平均を下回る結果となりました。
　平成23年６月１日から、すべての住宅で寝室及び階段（寝室が２階にあ
る場合）に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。早期に火災
を発見することにより、大事に至らなかった事例も多数報告されています
ので、火災から身を守るためにも住宅用火災警報器を設置しましょう。

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなる恐れが
ありますので、定期的に作動確認を行ってください。
　また、設置後10年を目安に警報器本体を交換しましょう。

３　住宅用火災警報器の維持管理について

２　住宅用火災警報器の設置状況調査について

設置率
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※お問い合わせ先　　鹿部消防署庶務課　消防団係（℡：７－３３３１）

１　家屋所有者が亡くなられたとき
　　相続登記をしていない場合は、現在固定資産税を納めている方が「納税管理人申告書」を提出してく
ださい。
　　なお、相続登記は法務局で手続きをする必要があります。
　　※相続登記は法律改正により令和６年４月１日から義務化となります。
２　家屋を取り壊したとき（未登記の建物を含む）
　　建物を取り壊したときは、翌年度からの税額に影響しますので「固定資産（家屋）解体届」に必要事
項を記載し、届出者の押印をしたうえ、税務課へ提出してください。
　　登記している建物については、法務局で滅失登記の手続きが必要となります。
　　なお、滅失登記の手続きをされた場合は「固定資産（家屋）解体届」の提出は必要ありません。
３　家屋を新築・増築したとき
　　新築・増築された建物については、翌年度から課税の対象となります。
　　税務課の職員が家屋の評価に伺いますので、新築・増築された方は税務課へご連絡ください。
　　※「家屋」の中には「車庫」や「物置・倉庫」も含まれます。
４　未登記の家屋を名義変更したとき
　　未登記の家屋を売買・相続・贈与などにより所有者が変更になったときは「固定資産異動届」を税務
課へ提出してください。届け出には新旧所有者の押印が必要になります（相続の場合は、新所有者の押
印のみ）。
　　「固定資産異動届」の届け出がない場合、次年度も引き続き同じ所有者に課税されますので、お手数
　でも提出をお願いします。

　「納税管理人申告書」及び「固定資産（家屋）解体届」、「固定資産異動届」の用紙は、役場税務課窓口
に設置しているほか、町のホームページからダウンロードすることも可能です。
　ご不明な点がありましたら、役場税務課までお問い合わせください。

固定資産（家屋）に関する手続きについて

※お問い合わせ先　役場税務課　課税係（℡：７－５２９１）

町を守る　安心を守る　消防団員募集！
○消防団の入団者を募集しています
　　消防団は普段自分の本業を持ちながら、平常時には地域の防火・防災の担い手、災害発生時には消火・
警戒などの消防活動を行い、地域防災のリーダーとしての役割を担っています。
　　近年、消防団員数は減少傾向にあり高齢化も進んでいることから、将来の担い手となる若い団員の確
保に取り組んでいます。
○消防団とは？
　　消防団は市町村の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は本業を持ちながら、権限と
責任を有する非常勤特別職の地方公務員として「自らの地域は自ら守る」という精神に基づき、消防防
災活動を行っています。
　　消防団は消火活動のみならず、地震や風水害など多数の動員を必要とする大規模災害時の救助救出作
業、避難誘導、災害防御活動などに非常に重要な役割を果たしています。
○消防団員の活動
　　消防団員の活動は火災時の消火活動、火災予防、風水害などの災害対応、
　警戒捜索、演習・訓練、水利・機械・施設の点検、防火指導などです。
○入団資格
　・町内在住の方（現住所が鹿部町にある方）
　・１８歳以上４５歳未満の方
　・志操堅固でかつ身体強健な方

消防団員の募集について


